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内閣は７月１日、歴代内閣が憲法上許されないとしてきた、集団的自衛権の行使を認める

閣議決定を行いました。憲法の文理も政府解釈の経緯も無視した、正規の改憲手続きを経

ない「解釈改憲」の暴挙です。 

内閣は「集団的自衛権の行使は限定的」だと強調しますが、それを判断するのは政府自

身であり、何らかの歯止めになる保証はありません。「抑止力どころか米国の関わる戦争に

巻き込まれ、日本が攻撃される可能性が高まる」との不安を抱く国民も多いことは、厳然たる

事実です。 

よって、内閣があくまで集団的自衛権が必要だと考えるなら、国会を説得してその旨を発

議させ、国民投票に問うことが最低限必要となります。閣議決定で押し通すことは、憲法遵

守の義務を負うべき閣僚による重大な憲法違反であり、国民主権への侵害です。時の首相

が自由に変えられるものは、いかなる意味でも「憲法」ではありません。 

当協会ではこれまで、表現・言論など市民的自由を脅かしかねない政府の法令・規制に

は、積極的に意見表明して来ました。全ての表現者・言論人の活動の礎は、憲法の根本原

理たるこれらの自由だからです。政府が手続き抜きで憲法さえ変えて良いなら、規制には何

らの歯止めもなくなり、権力に都合の悪い表現・言論が封殺されかねません。 

私たちは表現者として、このような閣議決定に反対し、撤回を求めると同時に、この閣議

決定に基づく全ての法案提出にも反対します。また、憲法の国民主権・基本的人権の尊重・

平和主義こそが自由な言論の基礎であるとの認識を深め、今後も、広く国民世論に働きか

けていきます。 
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